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緊急連絡
ベテランの方の海難事故が増えています。
慣れからくる緊張感の緩みにご注意ください。

トピックス ……夜海中転落者を捜索。県内プレジャーボートの事故件数、

  海上保安庁との小型船安全協会に関する意見交換会、ざぶん賞2019表彰式など

活動報告………マリンレジャー安全推進週間出動式、海難救助訓練、夏のイベント、海の授業など

行政から………金沢・七尾海上保安部着任のご挨拶

ざぶん賞受賞作品◎ボートマンズ エッセイ・夢を泳ぐ



近年の海事環境変化
●他国関係や自然災害多発、

海洋環境汚染などによる

海域リスク増大。

●若い層の海離れ。

●規制緩和でミニボートの

免許・船検不要化。

課題
●小安協の活動停滞、

任意団体の解散傾向

●新たな各種アクティ

ビティには自発的な

安全活動団体が形成

されにくい。

全国の小安協
●公益法人５団体（第九管区管内にはなし）

●公益法人がない地域のＮＰＯ法人：（当会）

●その他各県での任意団体

●自助共助の体制維持のため、小型船安全協会の活性化

が必要。

●プレジャーボートを含めた多種の海上アクティビティ

においての安全指導組織が必要。

●石川県小型船安全協会の活動事例を参考にできないか。
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金石沖で海中転落者を捜索。
11月17日　金沢支部

金石港を夜間出港した漁船の1名が転落する事故が発
生。同港に係留している金沢支部のメンバーが捜索活動に

協力しました。事故発生日から3日間、約30名の会員が出港、
沿岸部の捜索も行いました。

残念ながら発見に至りませんでしたが、数日後にかほく

市の海岸でご遺体が発見されました。

漁業者の方は、長年の経験を有していました。ライフジャ

ケットは着用されていたものの、残念な結果となりました。

石川県のプレジャーボートの海難隻数
が昨年より減少。
30年度の石川県のプレジャーボートの船舶事故件数は
16件で、前年の2倍以上となりましたが、今年31年（令和元
年）度は6件で、減少しました。
主な要因は機関故障、乗揚、推進器障害などで、出航前の

適切な整備や見張りの徹底により未然にできた可能性があ

るものです。日ごろの整備や出向前の点検を行えば未然に

防げた事故といえます。

会員の皆様には、今後も安全意識を強く持ち、ライフジャ

ケット着用、出向前の点検、運行マナーの徹底し、また事故

ゼロを目指していただきますようお願いいたします。

海上保安庁で当会の活動を紹介、今後
の安全活動の在り方について、意見交
換を継続。
3月1日　海上保安庁　

昨年、海上保安庁の交通政策審議会から第4次交通ビジョ
ンとして「船舶交通安全をはじめとする海洋安全のさらな

る向上のための取り組み」が答申された中で、全国の小型

船安全協会の活性化も課題とされています。

全国各地の小型船安全協会の活動が厳しくなっている

中、海上保安庁からは、当会の活動に評価とご感心を頂いて

おり、本庁安全対策課からの要請で、本庁にて同課の皆様に

お集まりいただき、当会の活動について紹介しました。

全国の自助共助型海洋安全活動の実態と課題

第九管区海上保安本部との意見交換

11月19日　金沢海上保安部

本庁での活動を金沢、七尾両海上保安部に報告するとと

もに、本庁から、現場での新しい対策案については第9管区
本部と連携し検討されるようにとの方針が出され、同本部

の安全対策課長　青木氏を招き、意見交換を行いました。

ざぶん賞2019（第18回）の表彰式開催。
各省庁からの賞も交付。環境省から海
洋プラスチック問題の講演も。
12月7日　金沢市

第18回目のざぶん賞の表彰式を、金沢市のホテルで行い
ました。今年も全国の小中学生から約9,000作品の応募が
ありました。当会の各支部から学校などに事業の紹介を行

い、金沢、小松、白山、輪島、珠洲など各市町の生徒からも多

くの応募がありました。

はじめに委員長の月尾嘉男氏（東京大学名誉教授）が登

壇、その後当会顧問の馳　浩氏、佐々木紀氏、西田昭二氏（衆

議院議員）、金沢

市長の山野之義

氏から順に歓迎

のご挨拶をいた

だきました。

トピックス

　 石川県 富山県 新潟県 合 計

 年度 31・R1※ 30 30 30 30

 漁船・遊漁船 10（-2） 12（0） 3（2） 11（1） 26

 プレジャーボート 6（-10） 16（7） 14（2） 17(3) 47

 貨物船 1（-4） 5（4） 1（1） 5(1) 11

 その他 4（2） 2（-1） 1（-2） 1(-1) 4

 合 計 21（-14） 35（10） 19（2） 34(4) 88

※31・R1年は11月までの速報値　（　）は前年度比増減

平成30、31年・令和元年　第九管区内 用途別海難事故発生件数
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文部科学大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、水
産庁長官賞、海上保安庁長官賞が交付。

昨年に続き、文部科学大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣

賞、水産庁長官賞、海上保安庁長官賞が授与されました。

石川県内の入選者には、県知事賞、県教育委員会賞、金

沢市長賞、白山

市長賞、うみまる

賞（金沢、七尾両

海上保安部長表

彰）、ソロプチミ

スト金沢賞が順

に交付されまし

た。

環境省から子供たちに向けて、海洋環境について
の講演をしていただきました、

表彰式では、環境省　水・大気環境局　水環境課課長補

佐の伊藤史雄氏から基調講演をしていただきました。近年

問題意識が高まっ

ている海洋プラ

スチックゴミ問題

についてなど、わ

かりやすく説明

され、学びました。

総会開催。事業計画・予算が承認。
総会　2月23日　金沢市

通常総会を開催しました。岡川会長は、これまでの活動

が、海上保安庁にも評価され、新たな安全活動が全国的に

求められていること、またそれに協力する検討をはじめた

などの報告と、今後も活動を継続する意義を述べました。

議案審議では、安全面で、通常の安全指導、パトロールの

活動強化、ライフジャケットの着用徹底に加え、海上保安庁

が提案する新た

な活動への協力

を行うことや、海

洋体験推進事業、

文化創造事業な

どの計画が承認

されました。

石川県総合防災訓練に参加。海上で物
資を受け取り搬送しました。
9月8日　金沢港　

本年度の石川県総合防災訓練は野々市市をメイン会場

に行われました。港を持たない野々市への海上物資搬入を

金沢港から行うという設定で、金沢支部が参加しました。

訓練は、金沢港内で自衛隊の艦船から当会所属の小型船

1隻に荷物を降ろし、大
野の岸壁に着岸し、ト

ラックに積むまでの一

連の作業を行いまし

た。訓練には5名が参
加。実践を想定し、所

要時間も迅速に行うこ

とを心掛けました。

マリンレジャー安全推進週間出動式
４月21日　金沢港 （金沢支部）
４月28日　七尾港 （能登支部）

大型連休前のマリンレジャー安全推進週間の出動式を、

海上保安部の協力のもと行いました。

金沢では金沢港護岸周辺と、港内のパトロールを行い、レ

ジャー活動者に安全の指導を行いました。

七尾では巡視船は

まゆきおよび、安全

パトロール艇５隻に

より海上パトロール

を行い、港内のボー

トへの安全指導を行

いました。

ミニボートへの安全指導
5月5日、6日、23日　美川沖（手取会）

海上安全指導員が、近年県内各地でも増加しているミニ

ボートへの安全指導を、ゴールデンウィークの凪の日を中

心に行いました。初の試みで、金

沢海上保安部も同行いただき、実

態調査も兼ねて実施しました。出

港後まもなく釣りを楽しんでいる

10隻以上のボートを発見。中には
ライフジャケットを着用していな

い利用者もおられました。

海の事故ゼロキャンペーン、出動式
7月21日　七尾港（能登支部）

海の事故ゼロキャンペーンの実施期間初日に併せ、七尾

海上保安部と合同で、出動式を行いました。

その後、同保安部管

理機動艇と安全パト

ロール艇により七尾港

内のプレジャーボート

に対する安全指導等、

海の安全推進活動を

実施しました。

活動報告
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7月27日　北陸自動車道　徳光パーキングエリア

加南支部の手取会は、金沢海上保安部および、白山警察

署、白山野々市広域消防本部らと合同で、海洋レジャーシー

ズンの到来において、

海水浴場に隣接する

北陸自動車道の徳光

パーキングエリアで、

啓発活動を行いまし

た。

各地で海難訓練、講習会を実施
海難訓練　6月2日 小松安宅沖、6月22日 穴水中
居湾、6月29日 羽咋滝港沖

小松市、穴水町、羽咋市で、金沢・七尾海上保安部の協力

で、水難救済会との合同海難訓練を実施しました。穴水で

はプレジャーボート同

士の衝突を想定し、情報

伝達、捜索、溺水者揚収、

ロープワーク、曳航救助

訓練等一連の訓練など

が行われました。

防災訓練　９月21日 珠洲市狼煙港、9月28日 七
尾港、10月14日 穴水町比良

珠洲市では狼煙港にて大地震発生後の津波被害を想定

して、漂流者捜索、救助、機関故障船曳航救助、防波堤孤立

者救助などの沿岸訓練が実施され、参加しました。

七尾港では大規模な油の流出及び漂流者が発生したと

いう想定のもと、訓練が行われました。訓練には海上保安

庁巡視船はまゆき、地方整備局浚渫船はくさん、同局港湾

業務艇のとかぜも参加しました。

穴水町では日本航空大学

校向洋キャンパスで防災訓練

が行われました。

その他各地の会員クラブ

が主催する海難防止講習会

が、金沢、七尾海上保安部の

協力のもと、行われました。

夏のイベントを各地で開催
ボート天国・マリンスポーツチャレンジデー　
7月17日　七尾港

恒例となった七尾港の

体験航海「ボート天国」が

開催されました。200人以
上の多くのご家族や子供

たちがボートを体験しま

した。七尾マリン協会、雌

島クラブが協力しました。

親子ボートフィッシング大会を開催
7月15日　加賀市

加賀マリンクラブが橋立港の沖合で、親子を対象とした

ボートフィッシングを開催しました。

27名（11組）の親
子が参加しました。

また小松、美川地

区のフィッシング大

会は、あいにくの荒

天のため中止となり

ました。

小学生の体験航海開催
7月2日　珠洲市立直小学校

長浜マリン協会は、小

学生の課外事業の一環と

して、市立直小学校５・６

年生を対象に、体験航海

を実施しました。その後

体験したことを作文にし、

ざぶん賞に応募しました。

児童館などで「海の授業」を開催。
白山市 : 6月10日 蕪城こども園、7月22日 わかみ
や児童センター、７月23日 美川児童館、7月30日 
松任児童館、7月25日 山島台児童センター、8月6
日 千代野児童センター、小松市 : 7月12日 今江こ
ども園

加南支部　手取会、小松マリンクラブが白山市と小松市

の保育園で「海の授業」を開催しました。講師は金沢海上保

安部に協力いただきました。
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トライアスロン大会に協力
8月24、25日　珠洲市

第３０回目の記念と

なる珠洲トライアスロ

ン大会が開催。今年も

長浜マリン協会がス

イム競技の海上安全

に協力しました。

県民の森の植樹、草刈りを継続。クリー
ンビーチに参加
5月15日、7月8日　加賀市　山中県民の森

大協マリンクラブは、毎年の恒例事業となっている、山中

県民の森での草刈りを実施しました。

5月26日 金沢、6月9日 小松、7月7日 七尾

今年も金沢、小松、七尾（能登島）でクリーンビーチ石川

に参加。各地の会員団体が清掃活動を行いました。

県海面利用協議会、台風津波対策協議
会に参加。
県海面利用協議会　11月21日　石川県庁
金沢港・七尾港台風津波対策協議会　6月17日 金沢、
6月22日 七尾

本年度の県海面利用協議会が石川県庁で開催。同会の副

会長を委嘱されている濱田理事が出席しました。会ではマ

グロの幼魚の漁獲規制、密漁の取り締まり、遊漁船の装備に

ついてなど、意見交換がなされました。

金沢、七尾海上保安部着任のご挨拶

2019年を振り返って

金沢海上保安部長
近藤　寿克（こんどう としかつ）

2019年４月に着任いたしました。
前任は、第一管区海上保安本部　室

蘭海上保安部です。

まず始めに、石川県小型船安全協会の会員の皆様に置かれ

ましては、海洋レジャーの事故防止と、海洋環境思想の普及等

にご尽力をいただき、また、海上保安庁の業務につきましても、

常日頃から深いご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げま

す。

さて、2019年、金沢海上保安部管内で発生しました、海難事
故、人身事故は前年に比べ大きく減少しました。これも、皆様

方の活動の賜物と思っております。一方、全国的には、台風15
号、19号が各地に大きな被害をもたらしました。台風自体が
凶暴化し、これまで予想されていなかった被害が発生してい

ますが、それに対処するためには、私達は、自分の命は自分で

守るという気持ちを強く持ち、対処するべき方法等を学ばな

ければならないと考えます。

海で遊ぶことも同じことが言えます。海のことをよく学ばな

ければ安全に楽しく遊ぶことができないのです。危険を理解

し、その対処方法を習得しておかなければなりません。もちろ

ん100パーセント危険を回避することは無理だとしても、危険
に遭遇しても直ちに命に関わる状況に陥らないような行動が

とれれば、その間に救助に必要な時間も確保できると考えて

います。そしてその知識や技術を次の世代に伝えていくこと

が必要です。皆様方には、是非その役割を担っていただけるも

のと確信しております。

2020年はいよいよ、東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。金沢では、金沢港開港50周年を向かえ、現在は、
客船ターミナルや岸壁の整備が急ピッチで進められておりま

す。また手前味噌ですが、当部が海上保安署から、海上保安部

に昇格して30周年の年です。このような機会を活用して、我々
も、石川県の皆様にもっともっと海を知ってもらい、親しんで

もらえるよう努めてまいりますので、ご協力のほど宜しくお願

い申し上げます。

最後に、皆様方の益々のご活躍を祈念いたします。

海を愛する皆様へ

金沢海上保安部次長
井端　幹夫（いばた みきお）

４月に第九管区海上保安本部（新潟

市）警備救難部からまいりました。

皆様には、平素から海上保安業務に

つきまして深いご理解とご協力を賜り、心からお礼申し上げま

す。

さて、皆様もすでにご承知のこととは存じますが金沢港で

は「大型クルーズ客船」の誘致のため、大規模な改修工事が行

われています。360メートル、水深10メートルと10万GT級
クルーズ船が入港着岸できる岸壁です。

従来は、このような大型客船は大浜岸壁への着岸でしたが

来春以降は、そのほとんどの大型クルーズ船が無量寺、戸水岸

壁へ入港着岸します。

金沢港は、港口から港奥部まで約２海里の屈曲した狭隘な

航路です。ここに、コンテナ船、大型クルーズ船、危険物積載

船等が入出港を繰り返すわけです。

金沢海上保安部と港湾関係者等で航行安全対策の策定、行

き会い調整等を実施し事故の未然防止を図っています。小型

海上保安部からのお知らせ



薄れていき、やがて習慣化してしまいます。習慣化すると体は

行動しても、その行動を意識しておかないと頭は覚えていま

せん。外出時のガスの元栓や玄関の鍵を閉めたかどうか不安

になり再度確認する・・・なんてこと皆様にも経験ありませ

んか？

習慣化から怖さを忘れ海上模様の確認や出港前点検が疎か

になり、船が近くにいないからといって作業に没頭するなど見

張りをせず「これぐらい大丈夫だろう」という甘えが重なり事

故が起きることがあります。

海に出る際は習慣化による負の連鎖を断ち切り、意識して

行動することを念頭に、海難の未然防止は勿論のこと、「①ラ

イフジャケットの常時着用、②防水パック入り携帯電話等の連

絡手段の確保、③海のもしもは「118番」」の必要性について、
皆様には正しく理解し、実行していただきますよう引続きよろ

しくお願いいたします。

最後に、普通に生活できることがどんなに幸せなことか感じ

ていただき、安全で明るく美しい石川の海で皆様の活動がこ

れからも続いていくことを祈念いたします。

ご安全に！

七尾海上保安部　警備救難課長
見上　英樹（みかみ ひでき）

神奈川県の第三管区海上保安本部か

ら４月に着任しました。よろしくお願い

致します。

皆様方には、常日頃からの海上保安業務への深いご理解と

ご協力を頂きまして、深くお礼申し上げます。

最近受けました講義の中で、「ご安全に!」という合い言葉
を習いましたのでご紹介したいと思います。「ご安全に!」は、
製造業や建設業など危険な現場作業を持つ業界で使われて

いる合い言葉で挨拶から作業前・作業中の声がけで使われて

いるそうです。海事無線での一般的な挨拶で利用する「Bon 
voyage ! (良い航海を!)」の響きにも似ていると感じました
が、自他共に「安全」を意識することでヒューマンエラーの防

止に繋げるということは、船舶の安全運航にも言えることと習

いました。

海だけではありませんが、あらゆる事故などに遭わないため

にも、我々も安全第一で海上保安庁の主な任務の一つである

「海上の安全」に貢献すべく努めていきますので、引続き宜し

くお願いします。ご安全に！

ベテランと事故

七尾海上保安部　交通課長
三盃　保（さんぱい たもつ）

４月に七尾海上保安部交通課長を拝

命し、伏木海上保安部から赴任しまし

た。七尾海上保安部は平成９年４月から

11年３月まで勤務しており、20年ぶりです。皆様には平素より
海難防止やマナー向上等の活動にご理解とご協力をいただき

厚く御礼申し上げます。

さて、近頃は全国的に船を所有する若者が少なくなってき

ました。陸上の車ですら都市部では若者の所有率が低いと言

われ、船ならなおさらなのかもしれません。

しかし、見方を変えてみると、初心者が減り、ベテランとい

われる人たちの割合が増えているとも言えます。ならば小型

船の事故数が減っているのではないかと言うとそうでもない

様で、初心者の知識や経験不足から起こる事故の代わりに、ベ

テランの事故が増えているのか、全体の事故数はここ何年も

横ばい状態です。

私が以前の勤務地で、実際に事故を起こした人から聞くと、

「いつもは出港前にしている点検を、事故を起こした日に限っ

てうっかり忘れた」とか「いつもの海域だからまさか座礁する

とは思わなかった」と言い、また、ベテランヨットマンからは

「自分の庭の様な地元の海だったから、航海計器を使わずに目

視で夜間航行し目標を見誤り、定置網に乗り上げてしまった」

といった話も聞きました。

ベテランといっても高齢者だけでなく、40代や50代の人も
おり、船の経験が長いことが共通点です。事故を起こす背景要

因には、肉体的・精神的な衰えではなく、慣れからくる緊張感

の減少があるのではないかと思います。

幸い皆様の活動の成果もあると思われ、今年の石川県内の

プレジャーボートの事故は少なくなりました。これからも、緊

張感を持って海を楽しんでいただければと思います。

海事関係功労者表彰。
7月15日　七尾市、23日　国土交通省

本年度「海の日」海事関係功労者表彰が七尾市で開催。

永年、安全指導員として活動された方に各賞が贈られまし

た。

当会からは、海上指導員として藤元浩二司氏、水本正幸

氏、今出勝雄氏に第九管区海上保安本部長表彰が、円角一

明氏、白木眞一氏、山﨑久次郎氏に金沢海上保安部長表彰

が、七尾の会場で授与されました。

また、副会長の

吉田憲孝氏が国

土交通大臣表彰

を授与され、同本

庁舎にて行われ

た表彰式に出席

しました。

ご報告
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スナップ

安全活動
上・右下／

海上パトロール・指導
左／徳光パーキングでの

安全啓発活動
（白山市）

海の教室
下／今江こども園（小松市）、右／白山市の児童館

海の日　海事関係功労者表彰式
国土交通大臣表彰受賞　吉田副会長（東京 国土交通省）

親子ボートフィッシング大会参加者（加賀市）
トライアスロン大会の海上安全協力（珠洲市）

総会　当会顧問・衆議院議員 佐々 木紀氏（国土交通省
政務官）、同 西田昭二氏ごあいさつ（金沢市） 安全活動　上左／安全講習会　　

上右・下／ゴールデンウイーク出動式
（七尾市）

珠洲市長　泉谷満寿裕氏に、
ざぶん賞入選報告（珠洲市）

ざぶん賞表彰セレモニー
上左／当会・ざぶん賞顧問、衆議院議員　馳 浩氏
上右／金沢市長 山野之義氏　歓迎ごあいさつ

下／全国から参加した受賞者 （金沢市）白山市長　山田憲昭氏への活動報告（白山市）


